
令和７年度 第２回四街道市生涯学習審議会 

 

日時：令和８年１月２７日（火） 

   １４時００分～ 

場所：四街道市保健センター第二会議室 

 

次    第 

 

１． 開 会 

 

２． 報 告 

（１）令和６年度第４次生涯学習推進計画第３章進捗管理の追記について 

 

３． 議 題 

（１）令和６年度第４次生涯学習推進計画の進行管理結果の講評について 

 

４． その他 

 

資料１



　 令和６年６月１日現在（敬称略）

氏　名 選　出　区　分 備　　考

北林　栄峰 学校教育の関係者 愛国学園大学附属四街道高等学校・校長

稲坂　敏幸 生涯学習関係団体の代表者 四街道市子ども会育成連合会・会長

長谷川　睦美 生涯学習関係団体の代表者 四街道市芸術文化団体連絡協議会・会長

中村　嘉孝 生涯学習関係団体の代表者 四街道市スポーツ協会・常任理事

渡部　洋 社会福祉関係団体の代表者 四街道市ボランティア連絡協議会・会長

海保　智行 社会福祉関係団体の代表者 四街道市シニアクラブ連合会・副会長

江﨑　俊夫 学識経験のある者
植草学園大学・短期大学　顧問

教職・公務員支援センター・特命教授

川口　一美 学識経験のある者
聖徳大学心理・福祉学部

社会福祉学科・教授

冨樫　直子 公募による委員

福田　三千男 公募による委員

四 街 道 市 生 涯 学 習 審 議 会 委 員

任期　令和６年６月１日から令和８年５月３１日まで（２年間）

資料２



○第４次生涯学習推進計画第３章進捗管理シート（抜粋）
講座数や参加人数の目標状況 各事項の取組状況

No
推進
項目

担当課 事業名
指標の具体的講座・教

室
目標値 実績 アンケート

ちばりす
ネット

講座等を実施する上で工夫・対応したこと 達成度 次年度以降の問題点や課題 計画最終年度の成果指標

10 2-1 社会教育課
生涯学習推進
事業

まなびぃガイドブック
の発行

発行部数　350部
配付先　60ヶ所

発行部数　390部
配付先　139ヶ所

× ×
これまでの配布場所に加えて、各自治会
宛てにも配布し、設置依頼をした。

100%達成 配付先　60カ所

20 2-3 社会教育課
公民館管理運
営事業

サークル活動の運営相
談等

ー

開館日数・利用者数
四公　334日・36,461人
千公　340日・31,688人
旭公　199日・12,328人

× ×

旭公民館においては、改修工事に伴い休
館期間もあったが、仮設事務所内で相談
を受け付けていた。
サークルの部員数減少についての相談に
対し、要望があれば部員募集チラシを活
動拠点以外の公民館でも掲示するように
した。また、責任者会議でチラシ作成の
テンプレートを紹介することで募集しや
すくした。

100%達成

各サークル内で部員が増加す
ることもあるが、全体的には
活動年数の長いサークルほど
高齢化により部員数が減少
し、活動を維持していけるか
懸念される。

利用者数の増加

25 3-2 社会福祉課
シニアクラブ
支援事業

高齢者向けスポーツ大
会

ー

シニアクラブ活動市民数　2,500人

高齢者向けスポーツ大会参加者
　　　　　　　　　　　　　377人
シニアクラブ活動市民数　1,558人

× ×
大会の開催にあたり、各単位シニアクラ
ブに周知を行った

99%～81%達成
参加を促進できるよう、実施
内容の充実化を図る

シニアクラブ活動市民数
2,500人

27 3-2 社会教育課
市民大学講座
事業

市民大学講座一般課程 ー

１５回開催
受講者８９人
修了者７４人
皆勤者１３人

○ ×
運営委員と協力し、円滑に進めた。アン
ケートからの意見等を生かし、次回以降
の講座運営の際に生かした

100%達成

施設の定員の都合上、参加者
を増加させることは難しい。
また、R8年度は文化センター
が改修工事に伴う休館を予定
しているため代替施設の検討
が必要となる。

参加者の増加

28 3-2 社会教育課
市民大学講座
事業

市民大学講座専門課程 ー

8回開催
受講者32人
修了者26人
（うち皆勤11人）

○ ×
受講生募集チラシを刷新した。

99%～81%達成
施設の定員の都合上、参加者
を増加させることは難しい。

参加者の増加

37 3-4
文化・スポー
ツ課

市民文化祭事
業

市民文化祭
20行事
参加人数　7,000人

21行事
参加人数　10,950人

× ×
更なる参加団体の増加に向けて、市民団
体に呼びかけていく。

100%達成
活動の充実
7,000人

47 4-3
社会教育課
（図書館）

図書館管理運
営事業

来館しやすい施設運営 ー
保守管理件数　3件
修繕件数　12件
工事　2件

× ×
窓口委託業者との連携により施設の不具
合の把握に努め、可能な限りの修繕等の
対応を行った。

99%～81%達成
環境不満者の割合が14.2%未
満

48 4-3
文化・スポー
ツ課

体育施設管理
運営事業

施設の適切な維持補
修・管理

ー 各種工事及び修繕の実施 × ×
市民のスポーツ活動の場所を確保するた
め、安全・安心を最優先に各施設の緊急
的な修繕及び管理を行った。

99%～81%達成
環境不満者の割合が14.2%未
満

資料３



 １．波及効果が狙える講座事例

事例① 計画１４頁

推進項目

担当課

事業名

○事業内容

○第４次生涯学習推進計画第３章進捗管理シート（令和６年度実績）
講座数や参加人数の目標状況 各事項の取組状況

指標の具体的講座・教
室

目標値 実績 アンケート
ちばりす
ネット

講座等を実施する上で工夫
・対応したこと

達成度 次年度以降の問題点や課題 計画最終年度の成果指標

展示活動・講座
開催

展示　16回

展示　49回
（一般15回、児童34回）

読み聞かせ学習講座
　　　　　　　延べ55人
絵本の選び方講座
　　　　　　  2回 12人
読書会　　　　　　14人
カメラと健康と　  10人

○ ○

読み聞かせ学習講座では、修
了者とボランティア団体を直
接つなげる機会を設けた。
これまで開催機会の少なかっ
たシニア向け講座として、
「カメラと健康と」を実施し
好評を得た。

99%～81%
達成

活動数の増加

○波及効果と課題

１－１（学びの基礎づくり　子育て）

社会教育課（図書課）

読書活動推進事業

課題

・講座受講後、地域人材として活動しているか不明。（個人のスキルアップで受講する
方もいる。）

人前で絵本を読む技術や、絵本と読み聞かせに関する知識を学ぶ講座。
・募集人数　10人
・5回講座

波及効果

・子育て（孫育て）一助となる。
・何か習得したいというスキル獲得の機会となっている。
・受講後、市内の読み聞かせボランティア団体や、学校支援活動事業への参画を促し、地
域活動を担う人材を輩出している。
・学童ルーム等の先生の参加も見られ、スキルアップにつながっている。

資
料
４



 １．波及効果が狙える講座事例

事例② 計画１７頁

推進項目

担当課

事業名

○事業内容

○第４次生涯学習推進計画第３章進捗管理シート（令和６年度実績）
講座数や参加人数の目標状況 各事項の取組状況

指標の具体的講座・教
室

目標値 実績 アンケート
ちばりす
ネット

講座等を実施する上で工夫
・対応したこと

達成度 次年度以降の問題点や課題 計画最終年度の成果指標

障害福祉啓発講
演会

ー 年1回実施 ○ ×
講演会のテーマを精査し、よ
り広い対象者層に聞いていた
だける内容を選んだ。

100%達成

前回よりも人数は集
まったが、アンケート
で一部、内容に満足い
ただけなかったという
旨の回答もあったこと
から、講演内容の更な
る充実が必要と思われ
る。

利用者数の増加

○波及効果と課題

基幹相談支援センター運営事業

障がい福祉の普及啓発のため、講演テーマに精通した医師等による講演会を開催する。

波及効果 課題

・障がい者への理解を深め、地域で共に暮らす意識の醸成を図ることができた。
・多くの方向けに、専門的なお話を分かりやすくお届けできるようにする。
・多くの方に、学習の場を広げるために、オンライン開催を検討する。

２－２（学びのきっかけづくり　啓発活動）

障がい者支援課



 １．波及効果が狙える講座事例

事例③ 計画１８頁

推進項目

担当課

事業名

○事業内容

○第４次生涯学習推進計画第３章進捗管理シート（令和６年度実績）
講座数や参加人数の目標状況 各事項の取組状況

指標の具体的講座・教
室

目標値 実績 アンケート
ちばりす
ネット

講座等を実施する上で工夫
・対応したこと

達成度 次年度以降の問題点や課題 計画最終年度の成果指標

災害支援に関す
る講座等

ー
講座：2回
参加人数：60名

○ ×
市HPやみんなで地域づくりセ
ンターSNS等で周知を図った。

100%達成
災害支援に対する市民
のニーズに合った講座
を実施する。

利用者数の増加

○波及効果と課題

市内に災害支援に関するネットワークの構築を目指す講座。交流会（ペットの避難をどう考えるか）や、危機管理室も連携し、避難所立ち上げ支援（市内10/27カ所避難所運営委
員会立ち上げ済）「あるといいよね避難所運営委員会」をお題にして開催。

※2011東日本大震災を教訓に地域づくりに防災は欠かせないとして、11年には7回講演会を行った。2019年市内大規模停電が起き、何ができるか改めて考えさせられ、2020年から
災害支援ネットワークの構築が始まった。これまでに障がい者の災害支援、福祉避難所立ち上げ等講話を聴く機会を設けた。

波及効果 課題

・災害支援ネットワークの中から企画・運営を担当者してくれる市民がセンター職員と一
緒に活躍している。
・ネットワークの中で顔と顔を合わせて繋がりを強めている。
・センターのホームページに掲載している74の地域団体に災害支援に何ができるかを紹介
欄に追記してほしいと声を掛けたところ、約25団体が応じてくれ、地域団体の防災意識が
高まった。
・災害時には、こどもにこそ支援をと考え、こどルームの職員を呼んで地域の現状や防災
知識について学ぶ機会を提供できた。
・対面講座を継続し、災害時だけではなく平素より地域のつながりを意識できるようにし
ている。

・ネットワーク、見えやすくわかりやすくするために組織化したい（団体にしたい）
・こどものこと、外国人の方の災害支援についての取り組むこと、関係機関や専門家等
との連携が必要と感じている。

２－３（学びのきっかけづくり　サポート体制）

みんなで課

みんなで地域づくりセンター運営事業



 １．波及効果が狙える講座事例

事例④ 計画２１頁

推進項目

担当課

事業名

○事業内容

○第４次生涯学習推進計画第３章進捗管理シート（令和６年度実績）
講座数や参加人数の目標状況 各事項の取組状況

指標の具体的講座・教
室

目標値 実績 アンケート
ちばりす
ネット

講座等を実施する上で工夫
・対応したこと

達成度 次年度以降の問題点や課題 計画最終年度の成果指標

ボランティアセ
ンター運営補助

ー 1772人 × ×

ボランティア活動に関心を寄
せていただけるよう、ボラン
ティア養成講座等を市政だよ
りにて周知し、運営支援を
行った。

99%～81%
達成

ボランティアの高齢化
に伴い、ボランティア
登録数が減少してお
り、学生や現役世代
（企業含む）に積極的
に周知を図る

活動の充実

○波及効果と課題

・団体活動の活性化を図り、継続的なボランティア活動の維持に寄与することができた。
・現場に出られない方にとっても、ボランティア意識の醸成を図ることができた。
・団体との情報共有を常日頃より密に行うことで、ニーズの把握を行い、養成講座の企画
を考えることができた。

・ボランティアの高齢化に伴い、登録団体数や登録者が減っている。相談に来てくれる
方や実践している方は、ボランティア意識の高い方が多いが、初めてボランティアに携
わろうとしてくださる方には、ハードルを下げてまずはできることを具体的に明示して
いくことが大切であると感じている。
・現役世代を対象とした講座が開設できなかったので、今後企画を検討する。

３－３（学びでつながる地域づくり　人材育成・活用）

社会福祉課

社会福祉課協議会支援事業

・傾聴ボランティア団体が3団体あったところ1団体に減ったことに加え、市内の施設から「話し相手のボランティアを派遣してほしい」との依頼があり、傾聴ボランティア養成講
座を開講（3回講座：8名登録/12名参加）
・学校での総合授業で行う福祉教育の授業サポーターが不足していたため、福祉教育サポーター養成講座を開講（2回講座：8名登録/14名参加）
・従事者の不足から保育ボランティア養成講座（3回講座：4名登録/7名参加）、運転ボランティア（1回講座：6名登録/7名参加）

波及効果 課題



 １．波及効果が狙える講座事例

事例⑤ 計画２１頁

推進項目

担当課

事業名

○事業内容

○第４次生涯学習推進計画第３章進捗管理シート（令和６年度実績）
講座数や参加人数の目標状況 各事項の取組状況

指標の具体的講座・教
室

目標値 実績 アンケート
ちばりす
ネット

講座等を実施する上で工夫
・対応したこと

達成度 次年度以降の問題点や課題 計画最終年度の成果指標

生きがいづくり
アシスト事業

ー

アシスト事業
0講座

アシスト事業「一日体験
講座」
11講座
参加者105名

× ○

アシスト事業「一日体験講
座」では、受講者申込みに
Logoフォームを活用し、記入
漏れを防ぐ工夫を行った。

50%達成

公民館等へ事業の周知
を行い、利用者を増加
させる。
講師情報に経歴や専門
分野などを追加し、魅
力的で親しみやすい情
報を提供する。

10講座

○波及効果と課題

・地域の人材活用が図れる。
・教えたい人の自信や生きがいに繋がっている。
・市民の学習要求に応えることができる。
・個々人の学びから集団での学びのモデルとなり、サークル化につながる。
・サークル活動場所として公民館活動の活性化につながる。

・アシスト登録者が更新のたびに減ってきている。
・事業の利用につながっていない。
・1日体験と本来のアシスト事業との違いが体験者にわかりにくい。

３－３（学びでつながる地域づくり　人材育成・活用）

社会教育課

生涯学習推進事業

アシスト事業とは、市民の皆さんが自主的に「何か学びたい、体験したい」と思ったときに、あらかじめ登録された市民が講師としてアシストする事業です。
アシスト事業の普及を目的に、一日体験講座を実施しています。
（アシスト内容の一例）
パソコン、料理、暮らしの知恵、アロマ、語学、歴史、民俗、産業、環境、情報、書道、茶道、絵画、工芸、音楽、舞踊、体操、ダンス、スポーツ、レクリエーションなど）

波及効果 課題



 ２．達成度100％の事業の次年度に向けた生涯学習としての取り組みについて

№

2

5

8

10

12

18

20

21

22
32

23
33

24

27

31

事業名 具体的な講座名 目指す方向性 生涯学習としての取り組み

子育て学習事業 子育て学習講座

学びの基礎づくり

・保護者等が子育てに関する知識や技能を習得できる
学びの場を提供する

読書活動推進事業 年代別資料案内等
・乳幼児期や学童期における、体と心の成長を育む学
習機会の充実

健康よつかいどう21プラン
推進事業

健康ポイント事業
・病気の予防、健康維持・増進を図る学習機会を提供
する
・各時期における健康に関する情報を発信

生涯学習推進事業 まなびぃガイドブックの発行

学びの
きっかけづくり

・県生涯学習情報システムの活用
・市内生涯学習情報誌の刊行

基幹相談支援センター
運営事業

障がい福祉啓発講演会
・学習機会やイベントの開催等を利用した学習に関す
る啓発活動

みんなで地域づくりセンター
運営事業

災害支援に関する講座等 ・専門員やコーディネーター職員による相談対応

公民館管理運営事業 サークル活動の運営相談等 ・専門員やコーディネーター職員による相談対応

消費者教育推進事業 消費生活講座

学びでつながる
地域づくり

・日常生活や課題解決等を題材とした学習機会の
提供

学校支援活動事業

地域コーディネーター会議
・日常生活や課題解決等を題材とした学習機会の
提供

学校支援ボランティア会議

コラボ四街道事業 コラボ四街道
・市民主体の学習活動の展開を目指す事業や、市民と
の協働で行う事業の推進

市民大学講座事業 市民大学講座一般課程 ・市民との協働で行う事業の推進

芸術文化活動支援事業 芸術文化団体連絡協議会の研修会
・生涯学習を通じて意欲ある市民の力を発揮する場の
提供

資
料
５



 ２．達成度100％の事業の次年度に向けた生涯学習としての取り組みについて

№

35
36

37

38

40
～
43

45

46

事業名 具体的な講座名 目指す方向性 生涯学習としての取り組み

スポーツ普及促進事業
スポーツ教室

スポーツde健康大作戦

学びでつながる
地域づくり

・生涯学習を通じて意欲ある市民の力を発揮する場の
提供

市民文化祭事業 市民文化祭
・生涯学習を通じて意欲ある市民の力を発揮する場の
提供

ランニングイベント事業 四街道WALLABY　RUN
・生涯学習を通じて意欲ある市民の力を発揮する場の
提供

市民芸術公演事業
学校音楽鑑賞教室

子どもミュージカル
郷土作家展　　　市民芸術講演

・市民によるまちづくりのための組織的な学習活動の
機会の拡充や情報提供の支援

総合型地域スポーツクラブ育
成支援事業

各種スポーツ講座
学びを支える
まちづくり

・民間事業者、大学、団体等と相互連携協働による市
民の生涯学習の推進

公民館管理運営事業 公民館修繕・工事
・施設の安全性を確保、多様化する学習・利用ニーズ
に応えられるよう計画的な施設の確保・整備



 ２．達成度100％の事業の次年度に向けた生涯学習としての取り組みについて

【参考】　計画の目指す方向（計画書P9）
  　　　　次の４つを目指す方向として定め、施策を展開します。

学びの基礎づくり1

人格形成にとって重要な、多様な価値観や思いやりの心を育てる学びを大切にします。また、社会全体の活力の基礎につ
ながる健康に着目し、ライフステージにあわせた学習の提供に取り組みます。

学びのきっかけづくり

2
興味や関心を学習の出発点とし、多様なニーズに応じた学習の提供ができるよう、広報活動や相談業務に取り組みます。

学びでつながる地域づくり

地域で暮らしていくために必要な学びを、社会の持続的な発展につながる学習として提供します。また、共に高め合い、
互いの良さや可能性を見出すことのできる学習支援に取り組みます。

3  

学びを支えるまちづくり

多様なニーズに応じた学習環境の整備や、組織的な学習活動を支援することで、生涯学習が活発に実践されるまちづくり

に取り組みます。

4



○第４次生涯学習推進計画第３章進捗管理シート（達成度100％の事業を抜粋）
講座数や参加人数の目標状況 各事項の取組状況

No
推進
項目

担当課 事業名
指標の具体的講座・教

室
目標値 実績 アンケート

ちばりす
ネット

講座等を実施する上で工夫・対応したこと 達成度 次年度以降の問題点や課題 計画最終年度の成果指標

2 1-1 社会教育課
子育て学習事
業

子育て学習講座 17校で講座を開催
16校で講座開催
１校資料配布

○ ×
各学校に講師希望のアンケートを実施
し、需要にあった内容の講座を開けるよ
うにした。

100%達成 利用者数の増加

5 1-1
社会教育課
（図書館）

読書活動推進
事業

年代別資料案内しおり
作成・配付

90回 94回（一般60回、児童34回） × ×
細かい年代別設定でおすすめ本リストの
案内を作成し、該当年代の関連事業の際
に配付を行った

100%達成 作成・配付数の増加

8 1-2 健康増進課
健康よつかい
どう２１プラ
ン推進事業

健康ポイント事業 応募者数500人 応募者数572人 ○ ×

市民自らが健康に意識を向け、行動変容
するためのきっかけとなるよう、千葉県
の健康ポイント事業と連携し、千葉県内
の協賛店でサービス特典を受けられる
「ち～バリュ～カード」を応募者全員に
進呈した。また、応募方法に電子申請を
取り入れている。

100%達成 応募者数500人

10 2-1 社会教育課
生涯学習推進
事業

まなびぃガイドブック
の発行

発行部数　350部
配付先　60ヶ所

発行部数　390部
配付先　139ヶ所

× ×
これまでの配布場所に加えて、各自治会
宛てにも配布し、設置依頼をした。

100%達成 配付先　60カ所

12 2-2
障がい者支援
課

基幹相談支援
センター運営
事業

障害福祉啓発講演会 ー 年1回実施 ○ ×
講演会のテーマを精査し、より広い対象
者層に聞いていただける内容を選んだ。

100%達成

前回よりも人数は集まった
が、アンケートで一部、内容
に満足いただけなかったとい
う旨の回答もあったことか
ら、講演内容の更なる充実が
必要と思われる。

利用者数の増加

18 2-3 みんなで課
みんなで地域
づくりセン
ター運営事業

災害支援に関する講座
等

ー
講座：2回
参加人数：60名

○ ×
市HPやみんなで地域づくりセンターSNS等
で周知を図った。

100%達成
災害支援に対する市民のニー
ズに合った講座を実施する。

利用者数の増加

20 2-3 社会教育課
公民館管理運
営事業

サークル活動の運営相
談等

ー

開館日数・利用者数
四公　334日・36,461人
千公　340日・31,688人
旭公　199日・12,328人

× ×

旭公民館においては、改修工事に伴い休
館期間もあったが、仮設事務所内で相談
を受け付けていた。
サークルの部員数減少についての相談に
対し、要望があれば部員募集チラシを活
動拠点以外の公民館でも掲示するように
した。また、責任者会議でチラシ作成の
テンプレートを紹介することで募集しや
すくした。

100%達成

各サークル内で部員が増加す
ることもあるが、全体的には
活動年数の長いサークルほど
高齢化により部員数が減少
し、活動を維持していけるか
懸念される。

利用者数の増加

資料６



講座数や参加人数の目標状況 各事項の取組状況

No
推進
項目

担当課 事業名
指標の具体的講座・教

室
目標値 実績 アンケート

ちばりす
ネット

講座等を実施する上で工夫・対応したこと 達成度 次年度以降の問題点や課題 計画最終年度の成果指標

21 3-1
くらし安全交
通課

消費者教育推
進事業

消費生活講座 年7回の講座実施 年7回の講座実施 ○ × 講座におけるテーマの精査 100%達成 利用者数の増加

22 3-1 社会教育課
学校支援活動
事業

地域コーディネーター
会議

２回開催 ２回開催 × ×
情報共有や話し合いの時間を多く設ける
ことで、参加者が活動的に参加できるよ
うにした。

100%達成 実施数の増加

32 3-3 社会教育課
学校支援活動
事業

地域コーディネーター
会議

ー ２回開催 × ×
情報共有や話し合いの時間を多く設ける
ことで、参加者が活動的に参加できるよ
うにした。

100%達成 活動の充実充実

23 3-1 社会教育課
学校支援活動
事業

学校支援ボランティア ー
延べ人数
17253人

× ×
それぞれの学校でのボランティアの様子
等をホームページ等で掲載することで、
周知を図った。

100%達成 活動者数の増加

33 3-3 社会教育課
学校支援活動
事業

学校支援ボランティア ー
延べ人数
17253人

× ×
それぞれの学校でのボランティアの様子
等をホームページ等で掲載することで、
周知を図った。

100%達成 活動の充実

24 3-2 みんなで課
コラボ四街道
事業

コラボ四街道 ー
講座：5回
応募団体数：5団体

× ×
みんなで地域づくりセンターと連携し、
申請の書き方やプレゼン練習の講座等を
実施した。

100%達成
応募団体が増えるよう、さら
にみんなで地域づくりセン
ターと連携し、周知を行う。

3事業を超える事業数

27 3-2 社会教育課
市民大学講座
事業

市民大学講座一般課程 ー

１５回開催
受講者８９人
修了者７４人
皆勤者１３人

○ ×
運営委員と協力し、円滑に進めた。アン
ケートからの意見等を生かし、次回以降
の講座運営の際に生かした

100%達成

施設の定員の都合上、参加者
を増加させることは難しい。
また、R8年度は文化センター
が改修工事に伴う休館を予定
しているため代替施設の検討
が必要となる。

参加者の増加



講座数や参加人数の目標状況 各事項の取組状況

No
推進
項目

担当課 事業名
指標の具体的講座・教

室
目標値 実績 アンケート

ちばりす
ネット

講座等を実施する上で工夫・対応したこと 達成度 次年度以降の問題点や課題 計画最終年度の成果指標

31 3-3
文化・スポー
ツ課

芸能文化活動
支援事業

芸術文化団体連絡協議
会の研修会

ー 3回 × ×
体験型の研修会を実施しているが、引き
続き、魅力ある体験型研修会を継続、企
画していく。

100%達成 利用者数の増加

35 3-3
文化・スポー
ツ課

スポーツ普及
促進事業

スポーツ教室 ー 3教室 ○ ×
子どもから大人まで幅広い世代を対象と
した各種スポーツ教室を実施した。

100%達成 利用者数の増加

36 3-3
文化・スポー
ツ課

スポーツ普及
促進事業

スポーツde健康大作戦 ー 555人 × ×

関係団体の協力を得て、様々なプログラ
ムを実施した。また、総合公園体育館の
施設を無料開放し、市民にスポーツへの
参加機会を提供した。

100%達成 利用者数の増加

37 3-4
文化・スポー
ツ課

市民文化祭事
業

市民文化祭
20行事
参加人数　7,000人

21行事
参加人数　10,950人

× ×
更なる参加団体の増加に向けて、市民団
体に呼びかけていく。

100%達成
活動の充実
7,000人

38 3-4
文化・スポー
ツ課

ランニングイ
ベント事業

四街道WALLABY RUN ー 1,055人（申込者） ○ ○
市立学校を通じた周知等に努め、申込者
が増加した。

100%達成 利用者数の増加



講座数や参加人数の目標状況 各事項の取組状況

No
推進
項目

担当課 事業名
指標の具体的講座・教

室
目標値 実績 アンケート

ちばりす
ネット

講座等を実施する上で工夫・対応したこと 達成度 次年度以降の問題点や課題 計画最終年度の成果指標

40 4-1
文化・スポー
ツ課

市民芸術公演
事業

学校音楽鑑賞教室 ー 920人 × ×
優れた芸術文化を鑑賞・体験する機会や
活動を行う場等を提供し、芸術文化に親
しむ環境づくりを推進した。

100%達成 利用者数の増加

41 4-1
文化・スポー
ツ課

市民芸術公演
事業

子どもミュージカル ー 358人 × ×
市民団体との共催による演劇公演を開催
し、多様な芸術文化を鑑賞できる場を提
供した。

100%達成 利用者数の増加

42 4-1
文化・スポー
ツ課

市民芸術公演
事業

郷土作家展 ー 861人 × ×
優れた芸術文化を鑑賞・体験する機会や
活動を行う場等を提供し、芸術文化に親
しむ環境づくりを推進した。

100%達成 利用者数の増加

43 4-1
文化・スポー
ツ課

市民芸術公演
事業

市民芸術公演 ー 560人 × ×
市民団体との共催による演劇公演を開催
し、多様な芸術文化を鑑賞できる場を提
供した。

100%達成 利用者数の増加

45 4-2
文化・スポー
ツ課

総合型地域ス
ポーツクラブ
育成支援事業

各種スポーツ講座 ー
34回（総合公園体育館）
72回（市立武道館）

× ×
四街道SSCが活動できるよう会場の確保に
協力した

100%達成 利用者数の増加

46 4-3 社会教育課
公民館管理運
営事業

公民館修繕・工事

(四公)変圧器交換工事
(千公)非常用放送設備更新工事
(旭公)改修工事

(四公)変圧器交換工事
(四公)電源設置工事
(千公)非常用放送設備更新工事
(旭公)改修工事
(旭公)夜間照明設備設置工事

× ×
必要に応じて修繕・工事などを実施し、
多様な世代が使用する環境整備を行いま
した。

100%達成
環境不満者の割合が14.2%未
満


